
新鮮なヨモギをふんだんに使った草
もちは、職人の手作りならではの深
い味わいがします。ほどよい甘さと
芳しい香りに人気が集まっています。
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不思議なおいしさがあります。
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市の魚であるなまずの蒲焼きは、そ
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たっぷり入った香り豊かなよもぎ。 立ち食いでも楽しめる一品。

海津市役所
海津図書館・海津市OCT文化センター
歴史民俗資料館・市民プール

カイコウズ
レストパーク

海津消防本部

海津警察署
駒野駅

美濃山崎駅

石津駅 国営木曽三川公園
アクアワールド水郷パークセンター

国営木曽三川公園
長良川サービスセンター

国営木曽三川公園
木曽三川公園センター

海津温泉 宙舟の湯

油島大橋

治水神社

千本松原

宝暦治水碑

立田大橋
長良川大橋

医師会病院

海津橋
円成寺

美濃松山駅

働く女性の家
消防署
南濃分署

福岡
大橋

三川分流碑

さぼう遊学館

庭田貝塚

羽沢貝塚

行基寺

月見の森

南濃温泉「水晶の湯」

羽根谷だんだん公園
キャンプ場庭田山頂公園

常栄寺

秋葉神社
（今尾左義長）

八幡神社
（高田の甘酒まつり）

平田公園

勝賀の大池

　　　　道の駅
「クレール平田」

　　　　道の駅
「月見の里 南濃」

中
江
川

津
屋
川

大
江
川

至いなべ市

至関ヶ原 I.C

至大垣 I.C

至岐阜羽島I.C

東海大橋

今尾橋

平
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ

南濃大橋

大薮大
橋

美濃津屋駅

みかげの森
プラザしもたど

至国道１号線

至桑名東 I.C
至長島 I.C

観光アプリ
「海津まち歩き」

コミュニティ
バス時刻表

養老IC

大野神戸 IC
東
海
環
状
自
動
車
道

東
海
環
状
自
動
車
道 安八

スマート IC

R5.1

［参道の名物］

（一財）海津市観光情報センター（海津市観光振興課）
〒503-0695　岐阜県海津市海津町高須515（海津市役所）
TEL/0584-53-1115  FAX/0584-53-1569
URL https://www.city.kaizu.lg.jp/

千代保稲荷神社
〒503-0312
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・・・・・・・

・・・・・・
・・・・

・・・・・・
・・・

・・・・

■岐阜羽島 I・C、岐阜羽島駅より共に
約11km（15分）・・・



　願い事の成否を占う石です。
　やり方は、まず一度何も考えずに石を持ち上げます。そして
次は、重くあがってほしいか、軽く上がってほしいかを決めて、
願い事を念じて持ち上げます。
　決めたとおりに感じられたら、願い事が叶うかもしれません。

重軽石

　大祭は、旧暦2月の初午祭、10月

体育の日の秋季大祭。月例祭は毎月

1日・15日・22日です。

　毎日たくさんの参拝者で賑わって

おり、とくに月末から1日にかけては

一晩中お参りする人が絶えません。
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　温故集成館は、千代
保稲荷神社が所蔵して
いる国内外の作品を展
示している付属の美術
館です。 岐阜県ゆかりの作家の絵画や陶磁器、地元高須
藩に関わる松平氏の書画などを収蔵しています。

　境内入り口にある商店で、 
お供え物の油揚げとろうそく
が売られています。 お賽銭と
ともに、この油揚げをお供え
するのも参拝方法の一つ。 参
拝者は、商売繁昌、家内安全な
どをお願いします。
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